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（背景）冠血流予備量比（fractional flow reserve: FFR）は血行再建の適応を判断するゴールドスタンダードで

あり、FFR が 0.80 より大きければ薬物治療を行うことが推奨されている。しかし、急性冠症候群（acute coronary 

syndrome: ACS）患者においては炎症の亢進などにより冠動脈プラークの不安定性が高く、FFR が陰性であってもそ

の後の心血管イベントリスクが高いことが知られている。18F-Sodium Fluoride（18F-NaF）は活動性の高い石灰化の

描出が可能な PET プローブであり、近年では不安定プラークの同定にも応用されている。近赤外分光法（near-

infrared spectroscopy: NIRS）は近赤外線を用いて対象物質の成分を算出する技術であり、血管内超音波

（intravascular ultrasound: IVUS）に搭載され、冠動脈病変の脂質成分評価に用いられている。Lipid-core 

burden index (LCBI)は観察範囲内の脂質陽性シグナルの占有率であり、MaxLCBI4mm（観察範囲内の幅 4

㎜における最大 LCBI 値）が高いほど将来の心血管イベントのリスクが高いことが報告されている。 

（目的）FFR>0.80 であった非責任冠動脈病変を有する ACS 患者において 18F-NaF PET の予後に与える影響を

調べる。また、18F-NaF PET と NIRS-IVUS の比較を行う。 

（方法）本研究課題は、FFR で血行再建適応なしと判断された ACS 非責任冠動脈病変における NIRS-IVUS のリ

スク層別化能を検討することを目的とした多施設共同前向き観察研究である STRATIFY-NIRS（UMIN-ID：

000048311）の 18F-NaF PET substudy である。FFR>0.80 であった中等度の冠動脈病変（目視での狭窄度

≥50%, <90%）に対して NIRS-IVUS を施行した ACS 患者に 18F-NaF PET を行った症例を解析する。過去に

PCI が施行された対象血管、血管の屈曲により NIRS が行えない場合、血管径<2mm、インフォームドコンセントが得

られない場合は除外する。サンプルサイズは 200 人とする。主要評価項目は症例登録後 5 年次の標的血管不全、副

次評価項目として 18F-NaF PET-CT 由来 Standardized uptake value (SUV) max、target to background 

(TBR) と NIRS-IVUS 由来 maxLCBI4mm の相関を評価する。 

（結果）2025 年 9 月現在、STRATIFY-NIRS に 153 例の患者が登録され、18F-NaF PET は 29 例で施行され

た。患者の平均年齢は 70.5±7.5 歳、77%が男性で、ST 上昇型心筋梗塞は 82％であった。FFR・NIRS-IVUS が

施行された血管は 33%が LAD、48%が LCX、19%が RCA であった。18F-NaF PET を施行した 29 例において、平

均観察期間 433 日の間に心血管イベントの発生はなく、引き続き患者登録とフォローアップを継続する予定である。本

申請課題では、副次評価項目である 18F-NaF PET 由来 SUVmax、TBR と NIRS-IVUS 由来の maxLCBI4mm

の相関についての preliminary results を報告する。MaxLCBI4mm は平均 483±152、SUVmax 1.28±0.45、

TBR 1.25±0.33 であった。NIRS-IVUS と 18F-NaF PET を施行した 33 血管において、maxLCBI4mm の中央値

447 を用いて 2 群に分け、SUVmax、TBR の平均値の比較を行った。SUV では 2 群間に有意差は認めなかったが

（1.17±0.26 vs. 1.35±0.54, P=0.242）、TBR は maxLCBI4mm が高い群において有意に高値であった

（1.11±0.19 vs. 1.34±0.38, P=0.035）。また、maxLCBI4mm と SUVmax、TBR との相関（Pearson）

はそれぞれ r=0.127（P=0.483）、r=0.312（P=0.077）であり、maxLCBI4mm と TBR との間に傾向ではあ

るが弱い相関を認めた。 

（結論・今後の方針）NIRS-IVUS と 18F-NaF PET の比較において、MaxLCBI4mm 高値群では有意に高い TBR

を認めた。引き続き症例登録・フォローアップを進めていく。 
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